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　ToriBASHI と SaiBASHI の機能を集約しただけではなく、HASHI は、「独自データの作成」、「言語内に
含まれる情報の読取り」、「中心となる語を固定したうえで、自動的にその語が使用される文型を発見する」
などもできるようになる。特に、これまで実現不可能であった、「複雑な文型が使用される例文の収集」、「用
例への非常に簡易的で自由なタグ付与」、「タグによる分類と集計」、「語が使われる際の文型の自動的な収集」、
「研究者のあらゆる研究視点を持ち込んだ研究」なども、非常に簡易的な方法で実現したことは、前人未踏
の偉業と評価しても過言ではなかろう。これにより、あらゆる言語研究者が自由に、大規模な言語データを
使い、これまでよりも多くの研究視点から、精度の高い研究を、効率よく、先入観を廃して行えるようになった。
　本論文は、真の意味での日本語用多機能コンコーダンサーとして、必要とされる機能を解明し、それに基
づき、日本語、社会言語学、日本語教育、第二言語習得などの研究にも寄与できる、柔軟に語を検索するこ
とに特化した ToriBASHI、検索結果にタグ付与し、それを基礎的な統計によって数値的に見る SaiBASHI、
あらゆる機能を搭載し、コンコーダンサーの新たな可能性を追求する HASHI を提案することを試みるもの
である。この試みについては、審査員一同が高く評価している。全体的な構成は、論理的であり、合理性の
あるものと認められた。特に、ToriBASHI、SaiBASHI、HASHI の役割分担の発想やこれまで渇望される
多機能を有する検索機能、タグ付与機能、集計機能の開発においては、田中良氏の独創的な知見が見られ、
非常に成功している。使用されているデータは豊富で、論証も綿密であり、結論が首肯でき、ソフトも高い
有用性と有効性をもつものである。本研究は、日本語の研究においても、日本語教育、第二言語習得や社会
言語学などの研究においても、非常に重要でかつ必要不可欠であるので、前人未踏の先駆的研究であると言
えよう。
　このように、田中良氏の学位申請論文は極めて高い学術内容を持つものであるが、問題点が一切ないとい
うわけではない。特に日本語の語の単位の使用時の選択など複数単位の完全な併存、日本語教育での誤用の
タグ付与の自動化、社会言語学等で談話分析を行う場合における検索した用例から対応する映像を再生して
の確認などは、今後の課題となるが、本論の博士学位請求論文としての価値を損なうものでは決してない。
　以上、審査員４名は田中良氏の論文を慎重に審査し、05年７月日に行った口頭試問の結果を併せて協
議した結果、田中良氏の論文が博士（言語コミュニケーション文化）の学位を授与するに相応しいものであ
ると判断するに至り、ここに報告するものである。
